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藍
綬
褒
載綴
騒
 

べ
嘱
」十
五
年
間
、
町
政
を
支
え
て
き
ま
し
た
c
 こ
 

繍
綴
影
鶴
醸
夢
纏
語
慧
晦
 

醐
」
委
員
会
副
委
員
長
を
歴
任
し
、
地
方
自
治
の

澄
（
一振
興
に
大
き
く
貢
献
。
ま
た
、
地
域
住
民
の

象

生
活
の
向
上
や
農
林
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
 

生監

く
し
た
長
年
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度

ド
嘆
一の
皿
又
章と
な
り
ま
し
た
c
 

）が
 

こ
れ
を
A又
け
伊
藤
氏
は

「
今
回
の
受
章
に
 

「
辰
は
、
し
み
じ
み
重
み
を
成
）
じて
い
る
。
町
民

心
」
の
皆
さ
ん
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
喜
 

・

議
 
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

！
伊
 藤
 
清
慈
応
元
ゼ
四
歳
）,
 

嚇
敏繊
験
踊
麟
蟹
議
縄
鯵
議
 

●

a
会
議
員
に
初
当
選
し
て
以
来
、
連
続
九
期
三
 

融
産
業
切

振
皿
（
な
と
 難
垣
社
ム
「α
発
展
に
尽

、
産
業
の
拍
興
な
ど
、
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
『
 舞

 

亭
等
瑞
嘱
鷺

驚
磁
 

司
オb
》
 
、

」
毎
主
』
ん
W
、
七ンA〈
白
唱
、‘
）命
《か
、ぐ
‘
青
碑
加J
一
 

加
藤
卓
爾
氏
は
、
四
十
七
年
余
り
の
長
き
「
、
 

に
わ
た
り
消
防
活
動
に
努
め
、
地
域
住
民
の

ー
い

生
命
、
財
産
を
守
り
、
町
消
防
団
長
と
し
て
 

も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
議
員
、

【
 

町
農
業
委
員
な
ど
を
歴
任
し
、
地
域
社
会
の
 
曳

福
祉
の
向
上
や
農
業
の
振
興
な
ど
地
域
の
発
 
閥

展
に
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
叙
勲
受
章
 
割
 

と
な
り
ま
し
た
。
 

へ
，
 

加
藤
 

卓
爾
氏

（
七
十
四
歳
）
 

妥
』
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
 

「」
率
・
した
」c
 

購
痛
贈
製
醜
犠
詳
碧
護
鉢
 

欝
鷲
響
鶴鷺
議
機
〉
羅
 

焦
瞬
～溜
難
希
輩
善
、
深
繊
毎
，議
雄
醐
，
編
な
無
網
業
警
 

契
鵬
あ
り
大
変
だ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の

あ
り
大
変
だ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
 

●

・
之
 

4
・L
ゴ
井
上

・“
 
】
ー
 
》
 
、q
l×
「
、2
て『
1

，
、
、
ー
 

・リ‘
【
n

・
 

加
藤
氏
は
「
と
て
も
名
誉
な
こ
と
。
消
防
 

こ
の
ほ
ど
、
今
勝
慶
氏
は
、
青
森
市
ホ
テ

ル
青
森
で
の
平
成
十
年
度
青
森
県
消
防
功
労
 

表
彰
式
で
、
三
十
一
年
の
長
き
に
わ
た
り
消

防
発
展
に
精
励
し
た
こ
と
に
よ
り
消
防
庁
長

官
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
け
ま
し
た
。
 

消
防
力
の
強
化
と
団
員
の
指
導
育
成
に
尽

力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
に
今
氏

は
「
思
っ
て
も
い
な
い
受
賞
で
、
大
変
う
れ

し
い
。
長
く
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、
消
防
団

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

今
氏
は
、
四
月
十
九
日
で
定
年
退
職
さ
れ
、
 

現
役
は
退
い
た
も
の
の
「
今
後
も
微
力
な
が

ら
町
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
、
 

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

●
 

‘
  

」
卿

1
 

「

」
「
 

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
 

軒

案、K
「“

r
し
争
 

」
繊
柳
‘
 

今
 
勝
度
氏

か
六
十歳
）
拡
惑
 

広報かなぎ（2) 
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介
護
サ
ー
ビ

ス
を
 

利
用
で
き
る
の
は
・
・
・

◇
六
十
五
歳
以
上
の
人
 

（第

一
号
被
保
険者
）
 

介
護
や
支
援
が
必
要
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

◇
四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の

医
療
保
険
加
入
者
 

（
第二
号
被
保
険
者
）
 

老
化
が
原
因
と
さ
れ
る
病
気
 

「特
定
疾
患
」
に
よ
り
、
介
護
や
支

援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
サ
 

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
は
・
・
・

利
用
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
一
割
負
担
と
な
り
ま
す
。
施
設

等
を
利
用
す
る
場
合
は
食
事
代
の

負
担
も
あ
り
ま
す
。
 

介
護
保
険
料
の
決
め
方
 

◇
六
十
五
歳
以
上
の
人
 

（
第
一
号
被
保
険
者
）
 

所
得
に
応
じ
て
、
定
額
が
定
め

ら
れ
ま
す
。
 

◇
四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の

医
療
保
険
加
入
者
 

（
第
二号
被
保
険
者
）
 

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
計

算
方
法
の
も
と
に
定
め
ら
れ
ま
す
。
 

介
護
保
険
料
の
納

め
方
 

◇
六
十
五
歳
以
上
の
人
 

（
第
一
号
被
保
険
者
）
 

老
齢
年
金
か
ら
自
動
的
に
天
引

き
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

額
が
月
一
万
五
千
円
未
満
の
人
や

無
年
金
者
な
ど
の
人
は
個
別
に
納

め
ま
す
。
 

◇
四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
以
下
の

医
療
保
険
加
入
者
 

（
第
二
号被
保
険
者
）
 

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保

険
料

（
税
）と
一
緒
に
納
め
ま
す
。
 
 介

護
保
険
料
を
 

納
め
な
い
で
い
る
と
・
・
・
 

み
な
さ
ん
の
保
険
料
が
財
源
の

半
分
を
占
め
る
と
て
も
大
切
な
も

の
で
す
。
納
め
な
い
人
が
い
る
と

財
政
が
と
て
も
き
び
し
く
な
り
、
 

健
全
な
運
営
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
介
護
保
険
で
受

け
た
い
サ
ー
ビ
ス
が
、
い

っ
た
ん
全
額
負
担
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
介
護
保
険
の
サ
 

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 
 

介
護
保
険
料
の
納
付
が
 

困
難
な
場
合
は
・
・
・

災
害
等
の
特
別
な
事
情
で
納
付

が
困
難
な
時
に
は
、
保
険
料
が
減

免
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

わ
が
国
は
、
急
速
な
高
齢
化
と
少
子
化
社
会
の
な
か

で
、
 

「介
護
」
は
家
族
だ
け

で
は
支
え
き
れ

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
 

介
護
保
険
制
度
は
「
介
護
の
問
題
」
や
「
老
後
の
不
安
」
 

を
解
消
す

る
た
め
に
「
介
護
」
を
社
会
全
体
で

支
え
る
体
制

を
つ
く
ろ
う
と
い

う
こ
と
か
ら

四
＋
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
に

介
護
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

き
、
そ
の
お
金
で
寝
た
き

り

ゃ
痴
呆
の
高
齢
者
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
 

(3）広報かなぎ 
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朝
野
球
開

幕
 
ム
了
ン
ース
り
め
 

▲製作者の桑田さんから高橋校長へ
衣装を手渡し 

▲選手宣誓をするリラックス岩村主将 

広報かなぎ（4) 

健
闘
誓
う
 

金
木
町
朝
野
球

協
会

（
理
事

長
【
藤
元
昭
逸
）
主
催
の
平
成
十

一
年
度
朝
野
球
選
手
権
大
会
が
五

月
十
七
日
早
朝
、
町
運
動
公
園
野

球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

開
会
式
は
、
全
十
ニ
チ
ー
ム
、
 

二
百
三
十
八
人
の
選
手
が
参
加
し

て
行
わ
れ
、
前
年
度
A
級
優
勝
の

リ
ラ
ッ
ク
ス
、
B
級
優
勝
の
上
町

ク
ラ
ブ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
旗
が

返
還
さ
れ
ま
し
た
。
 

角
田
助
役
が
「
事
故
や
け
が
の
 

5
金
木
南
中

学
校

5
 

喜
良
市
老
人
ク
ラ
ブ

（
会長
H
 

木
田
忠
雄
）
が
こ
の
ほ
ど
、
金
木

南
中
学
校
（
校
長
上
局
橋
章
）
に

手
作
り
の
荒
馬
の
衣
装
と
ぞ
う
き

ん
百
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

孫
た
ち
が
い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
金
木
南
中
学
校
の
た
め

に
わ
ず
か
で
も
協
力
し
た
い
、
と

老
人
ク
ラ
ブ
の
有
志
が
蚊
帳
を
持

ち
寄
り
作
っ
た
荒
馬
衣
装
は
、
見

事
な
こ
ぎ
ん
刺
し
の
半
て
ん
と
手
 
 

な
い
よ
う
に
、
最
後
ま
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
 

顧
問
の
成
田
教
育
長
が
選
手
を
激

励
し
ま
し
た
。
選
手
を
代
表
し
て

リ
ラ
ッ
ク
ス
の
岩
村
弘
男
主
将
が
 

「正
々
堂
々
と
プ
レ
ー
し
ま
す
」
と

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
抽
選
に
よ
り
藤
枝
太

陽
ク
ラ
ブ
対
の
ん
べ
え
ず
の
試
合

が
行
わ
れ
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
幕
が

開
き
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
A
級
七
チ
ー
ム
、
B
 

級
五
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
 

グ
戦
で
、
七
月
末
ま
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
す
c
 

甲
、
脚
半
の
一
式
三
点
。
作
業
は
、
 

布
を
裁
っ
て
縫
い
上
が
る
ま
で
約
 

ー
力
月
間
。
製
作
者
の
桑
田
ミ
サ

オ
さ
ん
は
 
「根
気
の
い
る
仕
事
で

し
た
が
、
自
分
な
り
に
工
夫
し
て

作
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
役

に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
南
中
で
は
、
早
速
、
工
芸

品
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
飾
っ
て
生

徒
た
ち
に
見
て
も
ら
い
、
九
月
四

日
の
南
中
祭
パ
レ
ー
ド
に
は
、
こ

の
衣
装
で
荒
馬
踊
り
を
披
露
す
る

予
定
で
す
。
 

交
通
安
全
教
室
 

験
 

体
 

似
 

疑
 

金
木
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

に
よ
る
金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ
交
通

安
全
教
室
が
五
月
十
八
日
、
中
央

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

は
じ
め
に
、
角
田

助
役
が
あ
い
さ
つ
し
、
 

山
口
警
察
署
長
と
葛

西
安
全
協
議
会
長
が

交
通
安
全
の
注
意
事

項
や
交
通
事
故
の
現

状
に
つ
い
て
述
べ
ま

し
た
。
 

こ
の
後
、
運
転
免

許
証
所
有
者
は
、
県

警
察
本
部
交
通
企
画

課
の
指
導
に
よ
り
、
 

昨
年
十
一
月
に
県
警

が
導
入

（
東
北初
）
 

s
金
木
町
老
人
ク
ラ
ブ

5
 

し
た
ば
か
り
の
交
通
安
全
教
育
車
 

「
ふ
れ
あ
い
号
」
 
で
疑
似運
転
体

験
を
し
ま
し
た
。
シ
ミ
ユ
レ
ー
タ
 

ー
を
使
い
、
い
ろ
い
ろ
な
危
険
場

面
等
の
疑
似
体
験
や
運
転
適
性
検

査
に
よ
る
診
断
な
ど
を
行
い
、
ま

た
夜
間
で
黒
っ
ぽ
い
服
装
の
歩
行

者
が
、
い
か
に
運
転
席
か
ら
見
え

に
く
い
か
を
確
か
め
ま
し
た
。
 

疑
似
体
験
を
し
た
参
加
者
は
、
 

「
こ
れ
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
に
気
を

付
け
な
く
て
は
」
と
話
し
、事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
再
確
認
し
て
、
今
後

の
交
通
安
全
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ぐノこっ~ノー勺-(て 
~ ～~ ~ ~ 、 

▲シミュレーターで日ごろのハンドル
操作をチェックします 
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教
室
に
ず

く
  

4l 

ト
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

ま
っ
す
ぐ
丁
寧
に
 

‘
す
き
間
を
あ
け
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
植
え
ま
し
た
 

五
月
二
十
一
日
、
五
所
川
原
地

内
に
あ
る
五
ア
ー
ル
の
水
田
に
、
 

嘉
瀬
小
学
校
（
校
長
「
横
漬
盛
昭
）
 

の
五
年
生
二
十
八
人
と
五
所
川
原

市
立
毘
沙
門
小
学
校
（
校
長
【
竹

浪
桂
子
）
の
五
年
生
十
二
人
が
合

同
で
、
も
ち
米
「
ユ
キ
ミ
モ
チ
」
 

の
苗
を
植
え
ま
し
た
。
 

津
軽
北
部
農
業
協
同
組
合
嘉
瀬

支
店
が
、
管
轄
地
区
に
あ
お
両
校

の
児
童
に
田
植
え
体
験
と
収
穫
の

喜
び
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
、
 

と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

農
協
青
年
部
（
部
長
】
工
藤
美

智
夫
）
か
ら
植
え
方
の
指
導
を
受
 

青
空
の
下
、
五
月
二
十
六
日
、
 

喜
良
市
小
学
校
（
校
長
H
長
谷
川

俊
介
）
の
五
年
生
十
三
人
が
、
体

育
館
裏
に
あ
る
学
校
田
二
十
ア

ー
 

ル
に
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
 

五
年
生
の
社
会
科
の
授
業
で
稲

作
に
つ
い
て
の
学
習
が
あ
る
た
め
、
 

実
際
に
田
植
え
や
稲
刈
り
の
体
験

を
通
し
て
農
作
業
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
ほ
し
い
と
、
同
小
学
校

が
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

は
じ
め
に
、
P
T
A
会
長
の
桑

田
哲
明
さ
ん
か
ら

「植
え
る
本
数

を
変
え
る
等
自
分
な
り
に
工
夫
す
 
 

け
た
後
、
半
そ
で
、
短
パ
ン
姿
に

な
っ
た
児
童
た
ち
は
、
恐
る
恐
る

裸
足
で
田
ん
ぼ
に
。
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
初
め
て
と
あ
っ
て
、
最
初

は
「
つ
め
た
ー
い
」
「気
持
ち
わ
る
 

ー
い
」
と
声
を
上
げ
、
泥
か
ら
足

が
抜
け
な
く
な
る
な
ど
悪
戦
苦
闘

し
て
い
ま
し
た
が
、
泥
の
感
触
に

慣
れ
て
く
る
と
手
植
え
作
業
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

最
後
に
、
植
え
た
苗
が
丈
夫
に

育
つ
よ
う
に
、
み
ん
な
で
祈
願
し
、
 

秋
の
収
穫
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。
 

る
と
、
今
後
の
記
録
に
役
立
ち
ま

す
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

後
、
児
童
た
ち
は
、
裸
足
で
田
ん

ぼ
に
入
り
丁
寧
に
む
つ
ほ
ま
れ
の

苗
を
植
え
ま
し
た
。
 

父
兄
の
協
力
を
受
け
、
ね
じ
り

鉢
巻
き
を
し
て
気
合
い
十
分
の
児

童
た
ち
は
、
「た
の
し
い

ー
」
と
夢

中
で
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
 

児
童
た
ち
は
、
収
穫
ま
で
生
育

や
管
理
な
ど
を
記
録
し
、
秋
の
収

穫
祭
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
や

一
人

暮
ら
し
の
人
た
ち
を
招
待
し
て
も

ち
つ
き
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

金
木
中
学
校
（
校
長
H
長
谷
川

正
夫
）
と
喜
良市
小
学
校
（
校長
n
 

長
谷
川
俊
介
）
が
、
本
年
度
か
ら

津
軽
三
味
線
奏
者
の
育
成
を
目
的

と
し
て
、
授
業
に
津
軽
三
味
線
を

取
り
入
れ
、
五
月
二
十
七
日
に
は

両
校
で
そ
れ
ぞ
れ
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。
 

金
木
中
学
校
で
は
、
三
年
生
九

人
が
選
択
制
授
業
で
、
喜
良
市
小
 

学
校
で
は
、
四
、
六
年
の

十
三
人
が
ク
ラ
ブ
活
動
で

三
味
線
に
挑
戦
。
 
こ
の

日
、
金
木
中
で
は
初
め
て

の
教
室
が
行
わ
れ
、
講
師
 
．
ー丁

ー
、
 

の
工
藤
満
次
さ
ん
と
弟
子
 

の
ま
ん
じ
愛
華
さ
ん
か
ら
、
 

三
味
線
の
扱
い
方
や
調
弦
 

の
仕
方
な
ど
基
本
を
習
い
 

ま
し
た
。
 

講
師
の
工
藤
さ
ん
は
 

「金
木
の
子
ど
も
た
ち
は
、
 

音
を
聴
く
力
が
あ
る
の
で
、
 

上
達
が
早
そ
う
だ
。
子
ど
 

も
た
ち
を
通
し
て
、
大
人
 

に
も
三
味
線
の
輪
が
広
が
 
・
 
 

っ
て
い
け
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

生
徒
た
ち
は
「
前
か
ら
津
軽
三

味
線
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
習
う
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
。
最
初
に
音
が
出
た
と

き
は
感
動
し
た
」
と
興
奮
気
味
に

話
し
、
今
後
の
授
業
で
は
、
曲
目
 

「あ
ど
は
だ
り
」
の習
得
を
目
指
し

て
が
ん
ば
り
ま
す
。
 

か
お
も
お
し
り
も
泥
だ
ら
け
 

／
 

嘉
瀬
小
学
校

日
 
一
 
一7

右
・
雷
噛
 

＼
 
喜
良
市
小
学
校
 

津
軽
三
味
線
の
音

ー
 

金
木
中
学
校
・
喜
良
市
小
学

校
 

▲真剣な表情で、指導を受ける金木中の生徒たち 

(5）広報かなぎ 



▲ゴールを目指し、一斉にスタート（小学校高学年男子） 

IJL 健康 

とびだ覧かツあおもク .7 マランンオ会 
- 193人が健脚を競う― 

▲はあ一疲れた。でもがんばって走ったよ 

五
月
二
十
二
日
、
第
十
六
回
町

民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
金
木
町

運
動
公
園
で
行
わ
れ
、
町
内
に
居

住
、
勤
務
す
る
一
九
三
人
が
参
加

し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

開
会
式
で
は
、
成
田
教
育
長
が
 

「
い
つ
ま
で
も
思
い
出
に
残
る
大

会
に
で
き
る
よ
う
、
最
後
ま
で
頑

張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
し
た
後
、
 

選
手
を
代
表
し
て
嘉
瀬
小
学
校
六

年
の
伊
藤
悠
く
ん
が
選
手
宣
誓
し
 
 

ま
し
た
。
 

大
会
は
、
小
学
校
低
学
年
は
運

動
公
園
内
を

一
周
す
る
コ
ー
ス
、
 

小
学
校
高
学
年
か
ら
は
運
動
公
園

を
発
着
点
と
し
て
公
道
へ
飛
び
出

し
、
折
り
返
し
て
く
る
コ
ー
ス
で

競
わ
れ
、
成
田
教
育
長
の
号
砲
で

ス
タ
ー
ト
。
青
森
県
民
駅
伝
競
走

大
会
と
田
舎
館
少
年
駅
伝
津
軽
大

会
の
選
手
選
考
会
を
兼
ね
て
い
る

た
め
、
新
記
録
を
狙
っ
て
走
る
人
、
 
 ま

た
、
楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
走

る
人
な
ど
様
々
。
完
走
を
目
指
し
 

て
力
走
す
る
選
手
ら
に
、
駆
け
付

け
た
家
族
か
ら
熱
の
入
っ
た
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

＠
小
学
校
低
学
年
男
子
 
一
姉

一
位
 
中
村
 
亮
介

（嘉
 
瀬
）
 

二
位
 
梶
浦
 
陽
平
（
川
 
倉
）
 

三
位
 
平
川
 
卓
弥
（
嘉
 
瀬
）
 

⑨
小
学
校
低
学
年
女
子
 
一
姉

一
位
 
今
 
あ
つ
み
（
嘉
 
瀬
）
 

二
位
 
今
 
真
梨
奈

（
嘉
 
瀬）
 

三
位
 
今
 
あ
ゆ
み
（
嘉
 
瀬
）
 

⑨
小
学
校
高
学
年
男
子
 

一
・
五
姉

一
位
 
中
谷
 
泰
成

（川
 
倉
）
 

二
位
 
斎
藤
 
彬
宏
（
喜
良
市
）
 

三
位
 
工
藤
 
剛
志
（
川
 
倉
）
 

⑨
小
学
校
高
学
年
女
子
 

一
・
五
師

一
位
 
今
 

綾
乃
（
喜
良
市
）
 

二
位
 
原
田
 

舞
（
嘉
 
瀬
）
 

三
位
 
其
田
和
可
菜

（
川
 
倉）
 

。
中
学
校
男
子
 
三
・
五
姉
 

一
位
 
沢
田
 
年
昭

（
金木
中
）
 

二
位
 
奈
良
 
享
平
（
金
木
南
）
 

三
位
 
米
谷
 
一
志
（
金
木
南
）
 

＠
中
学
校
女
子
 
三
姉
 

一
位
 
飯
塚
 
緑

（
金木
南
）
 

二
位
 
中
谷
 
香
織

（金
木
中
）
 

三
位
 
田
中
 
麻
耶
（
金
木
南
）
 

⑥
一
般
男
子
 
五
姉
 

一
位
 
棟
方
 
美
暢
（
嘉
 
瀬
）
 

二
位
 
田
中
二
三
猛
（
川
 
倉
）
 

⑥
一
般
女
子
 
一

一
姉
 

一
位
 
中
谷
す
み
子
（
川
 
倉
）
 

二
位
 
田
中
美
由
紀
（
金
 
木
）
 

三
位
 
菅
原
 
良
子
（
金
 
木
）
 

＠

一
般
男
子
四
＋
歳
以
上
 一

」・
五
姉

一
位
 
工
藤
 
勇
蔵
（
金
 
木
）
 

広報かなぎ（6 
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， 新郎 福士 卓義さん（金 木） 新郎 樺田 孝誠さん（嘉 瀬） 新郎 泉 谷 佳輝さん（川 倉） 
1999. 5. 2 	 1999. 5.4 
新郎 深田 孝誠さん（嘉 瀬） 新郎 泉谷 佳輝さん（川 倉） 
新婦 台丸谷優子さん（稲垣村） 新婦 佐野 智津さん（静岡県） 

1999. 5. 1 
新郎 福士 卓義さん（金 木） 
新婦 蜂谷 祐子さん（埼玉県） 

県
文
化
ァ
ド
バ
イ
ザ
ー
・
県
立

図
書
館
長
を
努
め
る
鈴
木
健
二
氏

に
よ
る
県
内
市
町
村
訪
問
調
査
が
、
 

六
月
三
日
に
金
木
町
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
調
査
は
、
鈴
木
氏
が
青
森

県
内
の
文
化
状
況
を
自
分
の
眼
で

直
接
確
認
し
た
い
と
、
芸
能

・
芸

術
だ
け
で
な
く
、
福
祉
や
環
境
、
 

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
心
に
か
か
わ
る
事

は
す
べ
て
文
化
で
あ
る
と
い
う
基

本
的
な
考
え
に
基
づ
い
て
、
幅
広

い
調
査
を
行
う
た
め
企
画
さ
れ
、
 

四
月
二
十
五
日
に
佐
井
村
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
十
二
月
ま
で
県
内
の
 
 

全
市
町
村
を
訪
問
す
る
も
の
で
す
。
 

金
木
町
の
訪
問
調
査
で
は
、
は

じ
め
に
鈴
木
氏
と
鳴
海
町
長
が
懇

談
。
町
の
概
要
を
説
明
し
た
後
、
 

町
内
の
文
化
関
係
者
ら
十
人
と
の

懇
談
が
役
場
庁
舎
内
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

午
後
か
ら
は
、
芦
野
公
園
や
十

二
本
ャ
ス
、
完
成
し
た
ば
か
り
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
 

町
内
の
施
設
関
係
を
視
察
。
タ
方

か
ら
、

金
木
町

太
宰
治
記
念

館
 

「
斜
陽
館
」
一
階
座
敷
で
朗
読
と

講
演
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
百
三

十
余
人
の
聴
衆
が
鈴
木
氏
の
語
り

口
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

旧
制
弘
前
高
等
学
校
の
先
輩
に

当
た
る
太
宰
治
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
、
鈴
木
氏
は
「
私
が
旧
制
弘

前
高
等
学
校
時
代
に
金
木
町
を
訪

れ
た
時
、
太
宰
さ
ん
の
大
き
な
家

が
あ
る
の
を
思
い
出
し
て
こ
の
生

家
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の

時
が
私
と
太
宰
さ
ん
と
の
初
対
面

で
す
。
太
宰
さ
ん
と
は
深
い
付
き

合
い
は
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
印

象
に
残
る
人
。
太
宰
さ
ん
の
感
性
 

は
彼
で
な
け
れ
ば
な
い
も
の
だ
と

思
う
し
、
日
本
の
最
後
の
小
説
家

で
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
れ

ほ
ど
小
説
に
の
め
り
込
み
、
あ
れ

ほ
ど
見
事
な
文
章
を
書
き
、
そ
し

て
、
〈
死
の
う
と
思
っ
て
い
た
。
〉
 

と
い
う
書
き
始
め
が
で
き
る
小
説

家
は
こ
れ
か
ら
は
出
て
こ
な
い
と

思
う
。
そ
し
て
、
そ
の
太
宰
さ
ん

の
小
説
「
津
軽
」
を
五
十
数
年
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
く
し
く
も
、
初
対

面
の
場
所
の
階
段
横
で
読
ま
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
は
…
。」
 

と
話
し
、
太
宰
治
の
生
家
で
の
朗

読
に
「
人
生
の
思
わ
ぬ
巡
り
合
せ
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

 

朗
読
と
講

演
 

鈴

木
健
一
一
氏
 

  

 

市
町
村
訪
問
調
査
で
金
木
町
に
5
 

県
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
 

県
立
図
書
館
・
県
近
代
文
学
館
 
館
長
 

▲太宰の小説「津軽」を朗読する鈴木氏 

▲鈴木氏の語りに聞き入る聴衆 



曾
祖
父
惣
助
は
、
明
治
維
新
の
あ

わ
た
だ
し
い
世
相
の
中
で
も
、
わ
き

目
を
ふ
ら
ず
に
行
商
と
金
貸
し
を
続

け
財
を
蓄
え
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
 

「太
宰
研
究
誌
」
を
参
照
し
、
津
島

家
の
大
地
主
へ
の
道
と
そ
の
背
景
を

探
っ
て
み
ま
す
。
 

き
 
の
う
せ

い
さ
く
 

帰
農
政
策
 

明
治
二
年
、
領
地
を
天
皇
に
返
還
 

か
ぞ
く
 

し
た
大
名
は
、
新
政
府
の
下
で
華
族
 

は
ん
ち
 
じ
 

と
な
り
、
新
設
の
藩
知
事
に
任
命
さ

れ
ま
す
。
「津
軽
家
文
書
」
に
よ
り

ま
す
北
い
瑚
治
三
年
に
弘
前
藩
知
事
 

「津
軽
承
昭
」
が
、
藩
で
失
職
し
た
 

き
．う
さ
い
さく
 

士
族
の
救
済
策
と
し
て
「
帰
農
政
策
」
 

を
と
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
十
町
歩
以

上
の
農
地
所
有
者
に
対
し
、
十
町
歩

を
残
し
て
、
他
の
す
べ
て
献
田
も
し

く
は
一
反
歩
あ
た
り
金
三
両
で
買
い

あ
げ
、
献
上
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
田
畑
を
士
族
に
分
け
与
え

る
と
い
う
計
画
で
す
。
 

明
治
三
年
十
月
十
日
新
田
地
方
の

中
心
、
木
造
に
藩
知
事
が
自
ら
出
か

け
、
豪
農
・
地
主
を
集
め
て
宣
言
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
以
後
、
地
主

を
集
め
て
説
諭
し
、
土
地
取
り
上
げ

政
策
を
強
引
に
進
め
ま
す
。
や
む
な
 
 

く
売
却
・
献
上
し
た
者
三
百
八
十
九

人
、
取
り
上
げ
収
用
面
積
は
水
田
一
一

千
八
百
七
十
四
町
歩
、
畑
地
五
十
町

歩
余
に
達
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

十
町
歩
か

ら
 

こ
の
と
き
「
金
木
村
惣
助
」
 
は
 

と
う
げ
 

の
 
ぷ
 

ぶ
 
よ
 
お
 

「
五
等
下
之
部
三
町
歩
余
御
 

か
い
あ
げ
 

買
上
」
 
の
項
に名
を
連
ね
て

い
ま
す
。
こ
の
時
点
で
十
一1
1
 

町
歩
余
の
田
を
持
ち
、
藩
内

で
は
百
二
十
三
位
に
入
る
小

地
主
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
 こ
れ
ま
で

の
豪
農
・
地
主
の
手
元
に
は

一
律
十
町
歩
だ
け
残
し
、
他

は
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 

こ
の
際
、
藩
庁
は
地
主
た
 
、
 

ち
の
不
満
を
お
さ
え
る
た
め
 

か
 

の
交
換
条
件
と
し
て
、
「家
 

声
ュ
っ
が
ん
ざい
 

業
願
済
」
 
によ
っ
て
、
転
業
 
副
業

を
許
可
し
ま
す
。
曾
祖
父
惣
助
は
、
 

こ
の
と
き
、
従
来
の
商
売
に
加
え
て
 

「灯
油
・
反
物
販
売
・
金
貸業
」
を
申

請
し
許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

大
地
主
へ
の
道
 

明
治
四
年
五
月
・
六
月
に
藩
庁
は
、
 

抽
選
を
行
っ
て
士
族
に
分
与
地
を
決

め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
希
望
地
に
恵
ま
 

た
 

れ
な
か
っ
た
者
や
農
耕
に
堪
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
い
な
か
暮
ら
し
を
き

ら
っ
た
り
、
生
活
に
困
っ
た
者
が
出
 

】
い
は
ん
ち
け
ん
 

て
き
ま
す
。
同
年
七
月
「
廃
藩
置
県
」
 

断
行
と
同
時
に
、
落
知
事
の
東
京
在
 

】
 
」
  

前
て

る
い

が
て

上
 
っ

来
行
 

拙
難
叫
 

刻
飢

m
 

彫
鋒
執
 

車

・
4
 

晦
属
呼
 

a

封
と
 

鷺
 

太
住
隊
 

』
 
▲
 

は
ん
し
ょく
ひ
め
ん
 
か

ろ
く
し

●
，
つ
 

住
の
命
令
、
藩
職
罷
免
、
家
禄
支
給
 

て
い
し
 

停
止
と
い
う
事
態
と
な
り
、
士
族
た

ち
の
帰
農
意
欲
も
に
わ
か
に
消
極
的

な
も
の
と
な
り
ま
す
。
実
際
に
移
住

し
た
者
は
五
割
に
満
た
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
同
年
十
一
月
に
、
士
族
に

職
業
の
自
由
が
許
さ
れ
る
と
、
一
族
 

く
わ
 

を
あ
げ
て
移
住
し
鍬
を
と
ろ
う
と
し
 
 

た
者
も
、
田
畑
を
売
り
渡
し
て
弘
前

に
帰
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
う
し
て
土
地
取
り
上
げ
、士
族
帰

農
政
策
は
失
敗
し
た
の
で
す
。
そ
の

田
畑
を
買
え
る
の
は
か
つ
て
の
豪
農

た
ち
で
は
な
く
、
小
金
を
た
め
て
い

る
商
人
、
新
興
地
主
に
買
い
占
め
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
 

曾
祖
父
惣
助
も
ま
た
、
帰
農
に
失
 

ぼ
つ
ら
く
 

敗
し
た
没
落
士
族
の
土
地
を
買
い
占

め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
と
き
多
額
の

借
金
ま
で
し
て
買
い
集
め
た
田
地
が
、
 

そ
の
後
の
津
島
家
の
基
本
財
と
な
っ

て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
、
打
ち
続
く
凶
作
で
手
を
上

げ
た
零
細
な
自
作
農
に
、
金
を
貸
し
、
 

そ
の
利
息
と
担
保
流
れ
に
よ
っ
て
土

地
を
買
収
し
膨
張
し
て
い
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
明
治
六
年
、
地
租
が
改
正
さ

れ
ま
す
。
地
租
は
金
納
で
一
定
で
す

が
、
小
作
料
は
現
物
納
で
す
。
も
う

か
っ
た
の
は
商
人
地
主
で
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
明
治
三
年
の
こ
ろ
は

十
三
町
歩
の
小
地
主
だ
っ
た
曾
祖
父

惣
助
は
、
ま
た
た
く
ま
に
百
町
歩

・

百
五
＋
町
歩
と
、
大
地
主
へ
の
道
を

駆
け
の
ぼ
っ
て
い
き
ま
す
。
 

県
内
第
十
ニ
位
へ
 

太
宰
さ
ん
は
『
苦
悩
の
年
鑑
」
に
、
 

〈
そ
の
頃
、
れ
い
の
多
額
納
税
の
貴

族
院
議
員
有
資
格
者
は
、
一
懸
に
四

五
人
く
ら
カ
の
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
 
 

い
。
曾
祖
父
は
、
そ
の
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。〉
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
 

明
治
三
十
年
、
「貴
族
院
多
額
納
税

者
議
員
互
選
名
簿
」
に
津
島
惣
助
の

名
前
が
初
め
て
登
場
し
、
納
税
額
八

百
二
十
六
円
二
十
三
銭
六
厘
、
県
内

長
者
番
付
の
第
十
二
位
に
進
出
し
ま

す
。
わ
ず
か
二
十
数
年
の
間
に
青
森

県
全
体
で
十
二
位
ま
で
進
出
し
た
の

は
驚
く
べ
き
手
腕
で
す
。
曾
祖
父
惣

助
六
十
二
歳
の
時
で
し
た
。
 

県
内
第
四

位
に
 

惣
助
は
、
明
治
十
年
代
に
は
、
油

売
り
と
荒
物
の
行
商
を
や
め
、
木
綿

屋
に
商
売
が
え
し
ま
す
。
明
治
二
十

年
こ
ろ
に
建
て
た
旧
宅
は
木
綿
屋
の

造
り
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
 

つ
し
ま
 

す
が
、
本
業
は
金
貸
し
業
で
「
対
馬

酷
奮

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
o
「対

馬
商
行
」
は
、
明
治
三
十
年
七
月
に
、
 

資
本
金
一
万
円
の
「合
資
会
社
金
木

銀
行
」
を
設
立
し
蓄
財
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
 

木
造
の
松
木
家
か
ら
迎
え
た
婿
養
子
、
 

永
三
郎
こ
と
、
太
宰
さ
ん
の
父
源
右

衛
門
を
頭
取
に
据
え
、
明
治
三
十
七

年
に
は
県
内
多
額
納
税
者
番
付
で
は

一
躍
第
四位
（
一
千
四
百
三
十
円
）
 

ま
で
に
進
出
し
ま
す
。
所
有
田
畑
一
一

百
町
歩
（
一
説
に
は
二
百
五
十
町
歩
）
 

の
大
地
主
に
の
し
あ
が
り
ま
す
。
 

太
宰

を
し

の
ぶ
⑩
 

金
木
町
太
宰
会
々

長
 

太
宰
治
と

生
家

⑤
 

木
 
下
 
巽
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(
 

(
 



n、
 

,
 

金木町観光物産館名称 

MADENY マディニー 

入選者伊丸岡さんに

表彰状伝達 

金
木
町
観
光
物
産
館
の
名
称
募
集
の

入
選
者
、
伊
丸
岡
千
花
子
さ
ん
に
こ
の

ほ
ど
、
鳴
海
町
長
か
ら
表
彰
状
と
賞
金

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
 

鳴
海
町
長
が

「津
軽
弁
を
使
っ
た
発

想
が
す
ば
ら
し
い
。
 「マ
デ
ィ
ニ
ー
」
は

響
き
が
良
く
、
馴
染
み
や
す
い
名
前
」
 

と
感
想
を
述
べ
る
と
、
伊
丸
岡
さ
ん
は
 

「早
く
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

名
前
に
な
れ
ば
」
と
名
付
け
親
ら
し
い

心
配
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

(
 

整
形
外
科
の
外
来
に
は
、
「最
近
、
 

膝
が
痛
く
な
っ
た
」
と
い
い
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
 

そ
の
多
く
は
、
変
形
性
膝
関
節
症

で
あ
り
、
今
回
は
、
こ
の
事
に
つ

い
て
の
お
話
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

L
 
関
節
の
構
造
 

関
節
と
は
、
骨
と
骨
が
連
結
し

て
い
る
肩
、
肘
、
股
関
節
、
膝
な

ど
の
部
位
で
あ
り
、
可
動
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
関
節
部
で
は
、
骨

の
表
面
は
関
節
軟
骨
で
覆
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
軟
骨
が
関
節
の
働
き

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
 

2
．
変
形
性
関
節
症
 

関
節
軟
骨
は
非
常
に
繊
細
に
で

き
て
い
て
、
加
齢
と
と
も
に
そ
の

弾
力
性
が
低
下
し
摩
耗
し
て
き
ま

す
。
そ
の
た
め
に
軟
骨
の
特
性
が

失
わ
れ
、
関
節
に
い
ろ
い
ろ
な
症

状
が
で
て
く
る
の
で
す
。
症
状
と

し
て
は
、
軟
骨
が
摩
耗
し
そ
の
下
 
 

に
あ
る
骨
が
露
出
し
て
く
る
た
め

に
生
じ
る
痛
み
、
関
節
の
変
形
や

運
動
制
限
、
関
節
液
の
貯
留
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
膝
関
節
は
、
い
ろ

い
ろ
な
関
節
の
中
で
、
最
も
変
形

性
関
節
症
を
起
こ
し
ゃ
す
い
関
節

で
、
歩
行
や
階
段
の
昇
り
降
り
な

ど
に
よ
り
痛
み
が
で
て
き
ま
す
。
 

ま
た
、
膝
の
曲
が
り
が
悪
く
な
り

正
座
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
り
、
 

膝
に
水
が
た
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
 

3
．
治

療
法
 

治
療
は
、
手
術
を
し
な
い
保
存

的
治
療
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
 

a．
筋
力
訓
練
 

太
も
も
の
前
面
に
あ
る
大
腿
四

頭
筋
の
筋
力
が
低
下
す
る
と
、
膝

関
節
が
不
安
定
と
な
り
痛
み
が
増

悪
し
ま
す
。
 こ
の
た
め
、
筋
力
訓

練
を
す
る
こ
と
に
よ
り
症
状
が
緩

和
さ
れ
ま
す
。
 

b
，
体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
 

日
常
生
活
で
は
膝
に
体
重
の
四
 

、
七
倍
の
負
荷
が
か
か
る
の
で
、
 
 

d
「
抗
炎
症
剤
 

痛
み
や
炎
症
を
抑
え
る
薬
を
処

方
し
ま
す
。
 

e・
関
節
内
注
射
 

多
く
の
場
合
は
、
関
節
液
の
構

成
成
分
の
ー
つ
で
あ
る
ヒ
ア
ル
ロ

ン
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
関
節
内
に
注

射
し
ま
す
。

一
週
間
に
一
度
注
射

す
る
こ
と
に
よ
り
痛
み
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
 

以
上
の
よ
う
な
保
存
的
治
療
が

あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
変

性
し
た
軟
骨
を
元
に
戻
す
治
療
法

は
な
く
対
症
的
な
治
療
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
治
療
に
よ
り

多
く
の
症
状
は
緩
和
さ
れ
ま
す
が
、
 

頑
固
で
強
い
痛
み
を
持
つ
患
者
さ

ん
に
は
手
術
を
行
う
こ
と
も
あ
り
 

ま
す
。
 

f
「
関
節

鏡
 

関
節
内
を
カ
メ
ラ
で
観
察
し
、
 

悪
く
な
っ
た
部
分
を
取
り
除
き
、
 

関
節
内
を
き
れ
い
に
洗
浄
し
ま
す
。
 

a
 
骨
切
り
術
 

膝
が
o
脚
に
変
形
し
て
く
る
と
、
 

膝
の
内
側
に
負
担
が
か
か
り
痛
み

が
で
て
く
る
た
め
、
骨
を
斜
め
に

切
り
膝
の
変
形
を
矯
正
し
ま
す
。
 

h
・
人
工
関
節
置
換
術
 

最
近
は
、
機
械
の
開
発
が
進
ん

で
い
る
た
め
に
術
後
の
経
過
も
良

く
痛
み
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
る
患

者
さ
ん
が
大
勢
い
ま
す
。
 

「膝
が
痛
く
て
」
と
お
悩
み
の

方
は
、
整
形
外
科
ま
で
お
越
し
下

さ
い
。
ご
一
緒
に
治
療
法
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

肥
満
の
方
は
そ
れ
だ
け
過
剰
な
負

担
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

膝
に
痛
み
が
あ
る
た
め
に
、
肥
満

対
策
に
は
食
事
制
限
が
大
切
に
な

り
ま
す
。
 

c「
装
 

具
 

足
の
外
側
を
高
く
し
膝
の
内
側

の
負
担
を
軽
く
す
る
足
底
板
や
、
 

膝
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
使
用
し
ま
す
。
 

(9）広報かなぎ 



2 世帯数 3,944 

5 月末現在 前年同月比 

男 5,820人 △ 36人 

女 6,375人 △ 73人 

計 12,195人 △ 109人 

人

口
と
世
帯
 

戸
生
ョ
 

ーI
籍
ソ
 

ま
の
＆
 

6
窓
 

お

め

で
と

う
 

（
猛

）
 

（
俊
夫
）
 

（
俊
順
）喜
良
市
 

（
直伸
）
金
 
木
 

（
真
一
）
喜
良
市
 

（
泰
介）
 

み
 
ゆ
 

白

川
 
未

愉
（
春
樹
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
横
山
 
聡

（
正男
）
弘
前
市
 

「
佐
藤
 
昭
子
（
政
一
）
喜
良
市
 

露
熱
議
難姦
叡
 

霧
叫琴
鷲
覇
誘
 

罷
趣
「
薙
一
瞬
販
 

瓢
雅」
一
「
譜
霧
力
師
 

籍
無

一鍵

野
？
 

霧
飛
稽
擁
）」
請
 

命
野
」繋
』
静
嚇
 

霧
満
“
一鍵
麟
“
 

露

疑
一
鯛静
（
 

霧
釦
）
憂
桂叡
 

露
麟報
嚢
濡
森
 

お

く
や
み
 

山
中
 

た
ま

（
7
9才
）
嘉
 
瀬
 
 

山

金
四
郎
（
8
9才
）
喜
良
市

ト
 
ミ
（
9
6才
）
金
 
木

萩

（
7
6才
）
川
 
倉

元
 
ユ
 
キ
（
8
7才
）
金
 
木

谷
 
タ
 
ョ

（
9
3才
）
川
 
倉
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所

を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は

町
民
課
窓

口
に
届
出
の
際

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

鳴米原今前小

海谷田 田林 

麗鉄日ら享舞健I1大ま

菜な恵え平合香か斗と起き 

金金

木木 

金 

木 

中藤中米横

谷元谷塚山 

広報かなぎ（10) 

、
ー
 
伝
 
言
 
板
・
ー
 

。
届
い
て
い
ま
す
 

五
月
一
日
 

芦
野
公
園
太
宰
橋
付
近
 

（
茶色
の
手
さ
げ
カ
バ
ン
）
 

五
月
二
日
 

芦
野
公
園
滑
り
台
付
近
 

（
ピン
ク
の
が
ま
ぐ
ち
）
 

五
月
二
日
 

芦
野
公
園
内
 

（
ふ
ち
な
しの
め
が
ね
）
 

五
月
二
日
 

芦
野
公
園
電
話
ボ
ッ
ク
ス
内
 

（
黒
い財
布
）
 

五
月
八
日
 

蒔
田

・
金
比
羅
宮
付
近
 

（
おふ
だ
）
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
 

察
署
落
し
物
係
ま
で
。
 

0
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
役
場
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

／
 

、
 

はじめま して 

、
  、
  

（
」
 

(
  

、
、
、

一
ー
ー
！
ー
  

芦
 

。
 
 

曳
 

一
 
《
  

「
 

．
 

 

麟
 

、
 

 
けん 	と 

健 
丈夫でル気な子に育ってほ 
しい 	（母 こず恵より） 

れい 	な 
麗 	菜 

健康で素直な子に育ってほ 
しい 	（父 泰介より） 

ノ
・
 
 

×

一
 

一
 

一
一
 

、
 

 
（
  

?
 

，一・与
'
又
 

一
 

裏
一
一
「
」（
「
・
 

 

”
  

ど
「
  

・
、
（
 

 

，

・
 
二
 

二

“
  

婚

ぐ
』
 

 だい 	き 
大 	起 

早く大きくなってキャッチボ 
ールしよう！ 	（父 	猛より） 

	

ち 	え 

	

知 	恵 
うちの看板娘（次女）です 

（父 真一より） 

、一 	
一ーぐー 	二一 T 	一芦：・ーー 

、 、 予
二

、
 

『
 
 

I
 
.
 

"
  》

．
 』

‘
 

 

きよう 	へい 

享 	平 
男らしく思いやりあるやさ 
しい子に 	（母 広美より） 

み 	ゆ 
未 	愉 

元気でやさしい女の子にな 
ってほしい 	（両親より〕 


